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1. 平成30年3月期第3四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第3四半期 601,151 8.3 22,386 108.9 21,830 97.7 13,375 171.8

29年3月期第3四半期 555,284 3.6 10,716 △6.7 11,044 △11.7 4,920 △40.1

（注）包括利益 30年3月期第3四半期　　35,835百万円 （14.3％） 29年3月期第3四半期　　31,355百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第3四半期 18.72 ―

29年3月期第3四半期 6.89 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年3月期第3四半期 920,958 349,538 34.3

29年3月期 886,663 323,863 32.8

（参考）自己資本 30年3月期第3四半期 315,487百万円 29年3月期 291,215百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 5.00 ― 6.00 11.00

30年3月期 ― 6.00 ―

30年3月期（予想） ― ―

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

当社は定款において期末日を配当基準日と定めておりますが、現時点では当該基準日における配当予想額は未定であります。

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 875,000 4.4 53,000 18.5 51,000 10.2 31,000 △24.3 43.40

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
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※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期3Q 746,484,957 株 29年3月期 746,484,957 株

② 期末自己株式数 30年3月期3Q 32,201,420 株 29年3月期 32,158,991 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期3Q 714,310,140 株 29年3月期3Q 714,365,916 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料における予想値および将来の見通しに関する記述・言明は、弊社が現在入手可能な情報による判断および仮定に基づいております。その判断や仮定に

内在する不確実性および事業運営や内外の状況変化により、実際に生じる結果が予測内容とは実質的に異なる可能性があり、弊社は将来予測に関するいか

なる内容についても、その確実性を保証するものではありません。
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

 

（１）経営成績に関する説明 

 当第３四半期連結累計期間における当社を取り巻く市場環境は、海外においては、欧米をはじめとする世界経済

の回復に支えられ、とりわけ中国における生産設備の自動化ニーズの高まりを受け工作機械やロボット向けの需要

が好調に推移する等、緩やかな回復基調となりました。国内においては、老朽化設備の更新需要及び自動化、省力

化投資の増加等を背景に、緩やかな回復基調となりました。 

 このような環境のもと、当社は２０１８年度中期経営計画「Ｒｅｎｏｖａｔｉｏｎ２０１８」の基本方針に掲げ

た「富士電機の更なる変革」の成長戦略として、「パワエレシステム事業」の強化、ものつくり力の更なる強化を

推進するとともに、事業活動に伴うあらゆるコストの見直しを行う「Ｐｒｏ－７活動」の再活性化により、収益力

の更なる強化を推し進めています。 

 

 当第３四半期連結累計期間の連結業績の売上高は、需要増加により、前年同期に比べ459億円増加の6,012億円と

なりました。部門別には「パワエレシステム・インダストリーソリューション」、「電子デバイス」、「食品流

通」が前年同期を大きく上回りました。損益面は、需要増加及び原価低減等の推進により、営業損益は前年同期に

比べ117億円増加の224億円、経常損益は前年同期に比べ108億円増加の218億円、親会社株主に帰属する四半期純損

益は前年同期に比べ85億円増加の134億円となり、営業損益、経常損益、親会社株主に帰属する四半期純損益いず

れも、第３四半期連結累計期間としては過去最高を更新しました。 

 

 当第３四半期連結累計期間の連結経営成績は次のとおりです。 

                                               （単位：億円） 

  
平成29年３月期 

第３四半期連結累計期間

平成30年３月期 

第３四半期連結累計期間
増 減 

 売上高    5,553    6,012           459 

 営業損益    107    224           117 

 経常損益    110    218    108 

 
親会社株主に帰属する 

四半期純損益 
   49           134     85 

 

 

部門別の状況 

 

≪パワエレシステム・エネルギーソリューション≫ 

売上高：1,479億円（前年同期比 同水準）   営業損益：55億円（前年同期比 6億円増加） 

 

エネルギーマネジメント分野の需要減少及び変電システム分野における前年同期の大口案件等が影響したものの、

工作機械向けの需要増加により器具分野が堅調に推移し、売上高は前年同期と同水準、営業損益は前年同期を上

回りました。 

・エネルギーマネジメント分野は、スマートメータの物量減少を主因に、売上高、営業損益ともに前年同期を下

回りました。 

・変電システム分野は、設備投資需要の高まりから堅調に推移したものの、前年同期の産業向け大口案件の影響

により、売上高、営業損益ともに前年同期を下回りました。 

・電源システム分野は、盤事業の前年同期大口案件の影響ならびに太陽光発電システム向けパワーコンディショ

ナの需要減少等により、売上高は前年同期を下回りましたが、原価低減等の推進により、営業損益は前年同期

を上回りました。 

・器具分野は、工作機械をはじめとする機械セットメーカ及び海外の需要が堅調に推移し、売上高、営業損益と

もに前年同期を上回りました。 
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≪パワエレシステム・インダストリーソリューション≫ 

売上高：2,008億円（前年同期比 14％増加） 営業損益：20億円（前年同期比 36億円増加） 

 

前年同期の大口案件の影響により設備工事分野が減少したものの、国内及び中国の生産設備の自動化需要が旺盛

なファクトリーオートメーション分野、国内の設備更新需要が堅調なプロセスオートメーション分野、ならびに

ＩＴソリューション分野が牽引し、売上高、営業損益ともに前年同期を上回りました。 

・ファクトリーオートメーション分野は、インバータ・ＦＡコンポーネントを中心に国内及び中国の市場が堅調

に推移したことにより、売上高、営業損益ともに前年同期を上回りました。 

・プロセスオートメーション分野は、国内の更新需要が堅調に推移し、売上高、営業損益ともに前年同期を上回

りました。 

・環境・社会ソリューション分野は、放射線機器・システム事業の需要が減少したものの、鉄道車両用電機品の

需要が増加し、売上高は前年同期を上回りましたが、案件差等により、営業損益は前年同期を下回りました。 

・設備工事分野は、空調設備事業が堅調に推移したものの、前年同期の大口案件の影響により、売上高、営業損

益ともに前年同期を下回りました。 

・ＩＴソリューション分野は、文教向けの案件増加により、売上高、営業損益ともに前年同期を上回りました。 

 

 

≪発電≫ 

売上高：558億円（前年同期比 同水準）  営業損益：14億円（前年同期比 13億円減少） 

 

・発電分野は、水力発電設備の大口案件が減少したものの、太陽光発電システムの大口案件が増加し、売上高は

前年同期と同水準となりましたが、案件差等により、営業損益は前年同期を下回りました。 

 

 

≪電子デバイス≫ 

売上高：986億円（前年同期比 8％増加）  営業損益：109億円（前年同期比 52億円増加） 

 

・電子デバイス分野は、自動化、省力化ニーズの高まりにより、中国及び国内の市場において工作機械等の産業

分野向けパワー半導体の需要が増加したことに加え、自動車分野向けの需要も堅調に推移し、売上高、営業損

益ともに前年同期を上回りました。 

 

 

≪食品流通≫ 

売上高：862億円（前年同期比 17％増加）  営業損益：44億円（前年同期比 27億円増加） 

 

・自販機分野は、国内顧客向けの需要が増加したことに加え、中国市場が回復基調となり、売上高、営業損益と

もに前年同期を上回りました。 

・店舗流通分野は、コンビニエンスストア向け店舗設備機器等の需要増加により、売上高、営業損益ともに前年

同期を上回りました。 

 

 

≪その他≫ 

売上高：455億円（前年同期比 5％増加）   営業損益：22億円（前年同期比 7億円増加） 
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（２）財政状態に関する説明 

   
 

当第３四半期末の総資産は9,210億円となり、前期末に比べ343億円増加しました。流動資産は、売上債権が減少

した一方、たな卸資産の増加などを主因として、175億円増加しました。固定資産は、その他有価証券の時価評価

差額相当分の増加などにより、167億円増加しました。 

金融債務残高は、当第３四半期末では1,807億円となり、前期末に比べ295億円の増加となりました。なお、金融

債務残高から現金及び現金同等物を控除したネット金融債務残高は、当第３四半期末では1,504億円となり、前期

末に比べ411億円の増加となりました。 

純資産は、その他有価証券評価差額金の増加などにより、当第３四半期末では3,495億円となり、前期末に比べ

257億円の増加となりました。なお、純資産合計から非支配株主持分を控除した自己資本は前期末に比べ243億円増

加し、3,155億円となりました。Ｄ/Ｅレシオ（「金融債務残高」÷「自己資本」）は、前期末に比べ0.1ポイント

増加の0.6倍となりました。なお、ネットＤ/Ｅレシオ（「ネット金融債務残高」÷「自己資本」）は、前期末に比

べ0.1ポイント増加の0.5倍となっております。 
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

  第３四半期連結累計期間の連結業績の動向等を踏まえ、平成29年10月26日の決算発表時に公表した 

 平成30年３月期通期の連結業績予想を修正することといたしました。 

  なお、第４四半期の為替レートは、105円／ドル、115円／ユーロを前提としています。 

 

（通期）                               （単位：億円） 

 前回発表 今回発表 増 減 

売上高 8,700       8,750        50 

営業損益 520 530        10 

経常損益 510 510 0 

親会社株主に帰属する 

当期純損益 
310 310 0 

 

 

（参考：部門別）                                   （単位：億円） 

 
 売上高   営業損益  

前回発表 今回発表 増 減 前回発表 今回発表 増 減 

パワエレシステム・ 

エネルギーソリューション 
2,200 2,200 0     146     146 0

 パワエレシステム・ 

 インダストリーソリューション 
3,059 3,089     30 180 185 5

発電 1,000  980 △20 58 53     △5

電子デバイス 1,204 1,224     20     113     128     15

食品流通 1,140 1,160     20 65 65      0

その他 589 589  0 20 20 0

消去または全社 △492 △492  0 △62 △67     △5

合計 8,700 8,750     50 520 530     10
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記 

（１）四半期連結貸借対照表 

 （単位：百万円）

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間

(平成29年12月31日) 

資産の部 

流動資産 

現金及び預金 42,045 30,480

受取手形及び売掛金 269,676 246,737

商品及び製品 56,873 61,336

仕掛品 48,395 73,057

原材料及び貯蔵品 37,143 40,542

その他 59,562 79,225

貸倒引当金 △1,226 △1,367

流動資産合計 512,470 530,012

固定資産 

有形固定資産 173,517 174,422

無形固定資産 20,528 19,050

投資その他の資産 

投資有価証券 127,585 146,151

退職給付に係る資産 38,452 38,894

その他 14,862 12,816

貸倒引当金 △884 △538

投資その他の資産合計 180,014 197,323

固定資産合計 374,060 390,796

繰延資産 132 149

資産合計 886,663 920,958
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 （単位：百万円）

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間

(平成29年12月31日) 

負債の部 

流動負債 

支払手形及び買掛金 165,306 155,998

短期借入金 62,008 39,150

コマーシャル・ペーパー － 48,000

1年内償還予定の社債 5,000 20,000

未払法人税等 31,051 5,340

前受金 45,092 60,528

その他 103,945 93,540

流動負債合計 412,404 422,558

固定負債 

社債 50,000 40,000

長期借入金 34,208 33,567

役員退職慰労引当金 189 187

退職給付に係る負債 40,883 43,627

その他 25,114 31,478

固定負債合計 150,396 148,861

負債合計 562,800 571,419

純資産の部 

株主資本 

資本金 47,586 47,586

資本剰余金 45,985 45,986

利益剰余金 166,289 171,129

自己株式 △7,241 △7,272

株主資本合計 252,619 257,429

その他の包括利益累計額 

その他有価証券評価差額金 42,751 56,110

繰延ヘッジ損益 △1,600 88

為替換算調整勘定 175 3,574

退職給付に係る調整累計額 △2,730 △1,714

その他の包括利益累計額合計 38,596 58,058

非支配株主持分 32,647 34,051

純資産合計 323,863 349,538

負債純資産合計 886,663 920,958
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

（四半期連結損益計算書） 

（第３四半期連結累計期間） 

 （単位：百万円）

 

前第３四半期連結累計期間

(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間

(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年12月31日) 

売上高 555,284 601,151

売上原価 419,904 448,375

売上総利益 135,379 152,775

販売費及び一般管理費 124,663 130,388

営業利益 10,716 22,386

営業外収益 

受取利息 227 236

受取配当金 2,142 1,837

為替差益 131 －

その他 437 515

営業外収益合計 2,938 2,589

営業外費用 

支払利息 1,393 1,202

持分法による投資損失 801 967

為替差損 － 598

その他 416 377

営業外費用合計 2,611 3,146

経常利益 11,044 21,830

特別利益 

固定資産売却益 35 184

投資有価証券売却益 157 1,656

特別利益合計 192 1,840

特別損失 

固定資産処分損 285 268

特別退職金 80 49

特別損失合計 365 318

税金等調整前四半期純利益 10,871 23,351

法人税等 3,350 7,682

四半期純利益 7,520 15,669

非支配株主に帰属する四半期純利益 2,600 2,294

親会社株主に帰属する四半期純利益 4,920 13,375

富士電機㈱（6504） 平成30年３月期 第３四半期決算短信

- 8 -



 

（四半期連結包括利益計算書） 

（第３四半期連結累計期間） 

 （単位：百万円）

 

前第３四半期連結累計期間

(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間

(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年12月31日) 

四半期純利益 7,520 15,669

その他の包括利益 

その他有価証券評価差額金 23,780 13,568

繰延ヘッジ損益 △375 1,688

為替換算調整勘定 △3,012 3,820

退職給付に係る調整額 3,475 940

持分法適用会社に対する持分相当額 △32 148

その他の包括利益合計 23,834 20,166

四半期包括利益 31,355 35,835

（内訳） 

親会社株主に係る四半期包括利益 28,899 32,837

非支配株主に係る四半期包括利益 2,455 2,998
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

 該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

 該当事項はありません。 

 

（当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動） 

 該当事項はありません。 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） 

（税金費用の計算） 

 税金費用については、当四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。なお、見

積実効税率が使用できない一部の連結会社については法定実効税率を使用する方法によっております。 
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（セグメント情報） 

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円）

 

パワエレシ

ステム・エ

ネルギーソ

リューショ

ン 

パワエレシ 
ステム・イ 
ンダストリ 
ーソリュー 
ション 

発電 
電子デバイ

ス 
食品流通

その他 
（注１）

合計 
調整額 
（注２） 

四半期連結

損益計算書

計上額 
（注３）

売上高          

外部顧客への 

売上高 
142,926 171,005 55,478 89,163 73,521 23,188 555,284 － 555,284

セグメント間の 

内部売上高又は 

振替高 

5,149 5,517 155 2,341 240 20,104 33,507 △33,507 －

計 148,076 176,522 55,633 91,504 73,761 43,293 588,792 △33,507 555,284

セグメント利益 

又は損失（△） 
4,867 △1,590 2,747 5,782 1,718 1,478 15,003 △4,287 10,716

 

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、金融サービス、不動産業、保険代

理業、旅行業及び印刷・情報サービス等を含んでおります。 

２．セグメント利益又は損失の調整額△4,287百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△4,283

百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社の管理部門に係る費用であり

ます。 

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益又は営業損失と調整を行っております。 

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自平成29年４月１日 至平成29年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円）

 

パワエレシ

ステム・エ

ネルギーソ

リューショ

ン 

パワエレシ 
ステム・イ 
ンダストリ 
ーソリュー 
ション 

発電 
電子デバイ

ス 
食品流通

その他 
（注１）

合計 
調整額 
（注２） 

四半期連結

損益計算書

計上額 
（注３）

売上高          

外部顧客への 

売上高 
144,582 194,785 55,756 96,134 86,020 23,871 601,151 － 601,151

セグメント間の 

内部売上高又は 

振替高 

3,346 6,017 39 2,492 202 21,611 33,710 △33,710 －

計 147,929 200,803 55,796 98,626 86,222 45,482 634,861 △33,710 601,151

セグメント利益 

又は損失（△） 
5,463 1,998 1,407 10,938 4,435 2,222 26,465 △4,079 22,386

 

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、金融サービス、不動産業、保険代

理業、旅行業及び印刷・情報サービス等を含んでおります。 

２．セグメント利益又は損失の調整額△4,079百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△4,057

百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社の管理部門に係る費用であり

ます。 

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益又は営業損失と調整を行っております。 

２．報告セグメントの変更等に関する事項 

第１四半期連結会計期間より、組織構造の変更に伴い、報告セグメントを従来の「発電・社会インフラ」、

「産業インフラ」、「パワエレ機器」、「電子デバイス」及び「食品流通」から、「パワエレシステム・エネル

ギーソリューション」、「パワエレシステム・インダストリーソリューション」、「発電」、「電子デバイス」

及び「食品流通」に変更しております。 

なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの区分に基づき作成したもの

を開示しております。 
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３．補足情報 （億円未満四捨五入）

（単位：億円）
（１）決算概要

第3四半期累計実績 第3四半期累計実績

前年同期比 前期比 前年同期比 前期比

5,553 103.6% 8,378 103.0% 6,012 108.3% 8,750 104.4%

107 93.3% 447 99.3% 224 208.9% 530 118.5%

110 88.3% 463 101.5% 218 197.7% 510 110.2%

49 59.9% 410 133.7% 134 271.8% 310 75.7%

（２）連結子会社数・持分法適用会社数

第3四半期累計実績 第3四半期累計実績

（３）１株当たり四半期(当期)純利益

第3四半期累計実績 第3四半期累計実績

（４）平均為替レート（円）

第3四半期累計実績 第3四半期累計実績

（５）部門別売上高

第3四半期累計実績 第3四半期累計実績

前年同期比 前期比 前年同期比 前期比

1,481 -      2,187 -      1,479 99.9% 2,200 100.6%

1,765 -      2,860 -      2,008 113.8% 3,089 108.0%

556 -      938 -      558 100.3% 980 104.4%
915 -      1,185 -      986 107.8% 1,224 103.3%
738 -      1,096 -      862 116.9% 1,160 105.9%
433 -      591 -      455 105.1% 589 99.7%

5,888 -      8,857 -      6,349 107.8% 9,242 104.3%
△ 335 -      △ 480 -      △ 337 -      △ 492 -      
5,553 103.6% 8,378 103.0% 6,012 108.3% 8,750 104.4%

（６）部門別営業利益

第3四半期累計実績 第3四半期累計実績

前年同期比 前期比 前年同期比 前期比

49 -      137 -      55 112.2% 146 106.4%

△ 16 -      139 -      20 -      185 132.6%

27 -      75 -      14 51.2% 53 70.9%
58 -      80 -      109 189.2% 128 159.4%
17 -      60 -      44 258.1% 65 107.8%
15 -      21 -      22 150.3% 20 96.9%

150 -      513 -      265 176.4% 597 116.4%
△ 43 -      △ 66 -      △ 41 -      △ 67 -      

107 93.3% 447 99.3% 224 208.9% 530 118.5%

（７）海外売上高

第3四半期累計実績 第3四半期累計実績

前年同期比 前期比 前年同期比 前期比

753 105.5% 1,061 102.2% 798 106.0% - -      
532 80.5% 675 81.6% 586 110.1% - -      
124 101.7% 166 99.5% 132 106.3% - -      
102 107.8% 148 117.6% 118 115.2% - -      

1,511 94.9% 2,050 95.0% 1,634 108.1% - -      

食 品 流 通
そ の 他

パ ワ エ レ シ ス テ ム ・
エ ネ ル ギ ー ソ リ ュ ー シ ョ ン
パ ワ エ レ シ ス テ ム ・
イ ン ダ ス ト リ ー ソ リ ュ ー シ ョ ン

発 電
電 子 デ バ イ ス

地
域
別
内
訳

ア ジ ア 他
中 国
欧 州
米 州
合 計

5

23
47
55

46 47
23
45
5

平 成 29 年 度
年間実績 年間予想

小      計
全社及び消去
合      計

平 成 28 年 度

平 成 29 年 度
年間実績 年間予想

平 成 28 年 度

パ ワ エ レ シ ス テ ム ・
エ ネ ル ギ ー ソ リ ュ ー シ ョ ン
パ ワ エ レ シ ス テ ム ・
イ ン ダ ス ト リ ー ソ リ ュ ー シ ョ ン

年間実績

合      計

発 電

そ の 他
小      計
消      去

電 子 デ バ イ ス
食 品 流 通

年間予想

平 成 28 年 度 平 成 29 年 度

111.70

43.40

110.03

平 成 28 年 度 平 成 29 年 度

6.89

125.15

年間実績 年間予想

平 成 28 年 度 平 成 29 年 度

年間予想

57.36

Ｅ Ｕ Ｒ Ｏ

106.63
118.02

Ｕ Ｓ ＄

１株当たり四半期(当期)純利益(円) 18.72

年間実績

128.53
108.38
118.79

連 結 子 会 社 数
国　　内
海　　外

持 分 法 適 用 会 社 数

売 上 高

営 業 利 益

経 常 利 益
親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
四 半 期 ( 当 期 ) 純 利 益

平 成 28 年 度 平 成 29 年 度

69
23

70 70
23

年間実績 年間予想

年間実績 年間予想

平 成 28 年 度 平 成 29 年 度

68
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（８）研究開発費

第3四半期累計実績 年間実績 第3四半期累計実績 年間予想

前年同期比 前期比 前年同期比 前期比

59 80 59 -      

62 86 67 -      

23 32 21 -      

77 105 77 -      

32 46 33 -      

0 0 1 -      

合 計 253 349 257 -      

対売上高比率（%） 4.6% 4.2% 4.3% -      

（９）設備投資額

第3四半期累計実績 年間実績 第3四半期累計実績 年間予想

前年同期比 前期比 前年同期比 前期比

14 60 27 -      

76 63 17 -      

13 12 8 -      

68 89 82 -      

29 37 34 -      

6 11 9 -      

合 計 206 271 177 -      

内リース取得 78 110 91 -      
（注) 設備投資額には、リース契約による設備取得額を含みます。

（１０）減価償却費、支払リース料

第3四半期累計実績 年間実績 第3四半期累計実績 年間予想

前年同期比 前期比 前年同期比 前期比

37 49 38 -      

29 40 30 -      

8 11 9 -      

96 127 97 -      

16 21 14 -      

9 12 9 -      

合 計 194 259 197 -      

内支払リース料 8 11 8 -      
（注) 減価償却費は、有形固定資産の減価償却費です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（１１）期末従業員数（定期社員除く） （単位：人）

第3四半期累計実績 年間実績 第3四半期累計実績 年間予想

発 電 -      -      93.3% -      

電 子 デ バ イ ス -      -      99.5% -      

平 成 28 年 度 平 成 29 年 度

パ ワ エ レ シ ス テ ム ・
エ ネ ル ギ ー ソ リ ュ ー シ ョ ン -      -      100.5% -      
パ ワ エ レ シ ス テ ム ・
インダストリーソリューション -      -      107.2% -      

-      -      101.6% -      

そ の 他 -      -      -      -      

食 品 流 通

平 成 28 年 度 平 成 29 年 度

パ ワ エ レ シ ス テ ム ・
エ ネ ル ギ ー ソ リ ュ ー シ ョ ン -      -      197.4% -      

96.9% 97.1% 101.8% -      

-      -      -      -      

パ ワ エ レ シ ス テ ム ・
インダストリーソリューション -      -      22.5% -      

発 電 -      -      60.7% -      

電 子 デ バ イ ス -      -      120.5% -      

食 品 流 通 -      -      115.4% -      

117.1% 119.0% 115.4% -      

平 成 28 年 度 平 成 29 年 度

そ の 他 -      -      142.1% -      

105.3% 98.2% 85.6% -      

パ ワ エ レ シ ス テ ム ・
エ ネ ル ギ ー ソ リ ュ ー シ ョ ン -      -      102.9% -      
パ ワ エ レ シ ス テ ム ・
インダストリーソリューション -      -      105.1% -      

発 電 -      -      107.7% -      

電 子 デ バ イ ス -      -      101.6% -      

食 品 流 通 -      -      92.7% -      

そ の 他 -      -      95.3% -      

平 成 28 年 度 平 成 29 年 度

パ ワ エ レ シ ス テ ム ・
エ ネ ル ギ ー ソ リ ュ ー シ ョ ン 6,867 6,827 6,825 - 

94.0% 95.0% 101.6% -      

94.1% 92.6% 99.3% -      

パ ワ エ レ シ ス テ ム ・
インダストリーソリューション 7,463 7,453 7,772 - 

発 電 1,322 1,307 1,348 - 

電 子 デ バ イ ス 6,341 6,315 6,394 - 

食 品 流 通 2,587 2,592 2,592 - 

そ の 他 2,020 2,009 1,933 - 

合 計 26,600 26,503 26,864 - 

国 内 17,817 17,716 17,806 - 

海 外 8,783 8,787 9,058 - 
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